
加東市が特産化を図る『もち麦』が収穫期を迎えています。平成29年度から、もち麦（品種名：キラリモチ）の栽培が
始まり、現在では市内で約100haが栽培されています。

加東市産もち麦の生産量の増大、品質向上及び特産品化を図るため、市、生産者、兵庫県、JAみのり、
株式会社マルヤナギ小倉屋が連携して、加東市もち麦活用協議会を令和元年度に立ち上げました。

協議会では、特産もち麦の紹介・宣伝や販路拡大などの振興育成を図る取組を行い、Instagram等を
通じ、情報の発信を行っています。

〒650-0024
神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎

TEL:078-331-5924 email:hyogo28_hsatt_kinki@maff.go.jp
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農林水産省 近畿農政局（兵庫県拠点）
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農政局だより＠ひょうご

黄金色に輝くもち麦 が収穫期を迎えました
- 加東市では官民一体の取組を行っています -

写真：JAみのり提供

もち麦は大麦の一種

大麦は米と同じくうるち性ともち性があり、そのう
ちのもち性の大麦をもち麦と呼んでいます。
もち麦は穀物の中でも食物繊維が多く含まれ、
特に水溶性食物繊維が米や他の麦に比べ多く
含まれています。
食べた時の、もちプチの食感が特徴です。

開催日時及び会場
（１）日時：令和4年6月19日（日） 10:00～16:00（受付9:45開始）

（２）場所：神戸国際会館 ９階フロア （〒651-0087 神戸市中央区御幸通８丁目１-６）

就農への関心があるものの、平日は授業や会社勤めなどで相談時間がとれない就農希望者を主な対象として、就農支援センター等
による各情報提供や農業法人等による個別相談を休日に実施し、職業としての農業についての理解を深めます。

詳しくは

https://www.hyogo-shunou.jp/event_09.html

【問合せ先】
兵庫県農林水産部 農業経営課 担い手対策班
（担当：山口・西野） TEL.078-362-9194（直通）

参加方法

参 加 費：無料
参加方法：事前申込制
※インターネット申込ページ、電子メール
申込期限：令和４年６月16日（木）

申込方法

インターネットによる申し込み方法
兵庫県電子申請共同運営システムよりお申し込みください。
また、事前に相談カードの入力も
お願いします。



歳をとっても働き続けられる仕事をしたいと考えていたところ、叔父が
いくつになっても生き生きと養蜂業を営んでいる姿を見て自分もやって
みたいと興味を持ち、2002年にそれまでの仕事を辞めて養蜂の道に
進みました。

最初の4年間は、北海道への転飼も経験しながら、養蜂を学ぶため
叔父の元で修業し、2006年に地元の神戸で独立しました。

〈神戸市北区・いなだ養蜂園 稲田慎二さん〉

神戸市北区で養蜂業を営む「いなだ養蜂園」の稲田慎二さん、結花さんご夫妻にお話を伺いました。

～自然をそのままビン詰めした天然はちみつ
本当の美味しさを味わってほしい！～

－養蜂をはじめたきっかけは－

－いなだ養蜂園の養蜂について－

－今後の夢や目標は？－

※:定飼養蜂とは一年を通して同じ場所に巣箱を置いて花の季節だけ蜜を採集する養蜂。転飼養蜂
は定飼養蜂とは異なり、季節ごとに巣箱を日本全国移動させて花の蜜を採集する養蜂。

養蜂は体力が続く限りいつまでもできる仕事なので、美味しいはちみつを生産
し続けたいです。

今後の目標として、大好きなプリンをはじめ、はちみつを使った加工品の製造・
販売にも挑戦したいと考えています。

＊＊＊ いなだ養蜂園のはちみつ ＊＊＊

★サクラのはちみつ ・・・ 4月下旬頃、山桜から採れる独特の風味のはちみつ。ほんのり桜の香り。
★アカシアのはちみつ ・・・ 5月中旬～下旬。言わずと知れたはちみつの女王。クセがなく、すっきりとした味わい。
★森のはちみつ ・・・ 6月、ミツバチが様々な花から集めた百花蜜。コクがありながら後味はすっきり。どこか懐かしい味。
★クリのはちみつ ・・・ 「銀寄」栗で有名な大阪府能勢町へ栗の開花時期に合わせ巣箱を移動し採集。

濃厚で独特の苦味が加わった、ちょっぴり大人のはちみつです。
～ 口の中に入れると「う～～ん、おいしい！」と思わずニッコリ笑顔がこぼれる本当のおいしさを味わってほしい。～

自宅のある神戸市北区で定飼養蜂を営んでいます。
神戸市内の山林等数か所に巣箱を置き、4月から6月末まで季節ごとの花の
蜜を採集しています。サクラ・アカシア・山の中に自生している様々な花から集め
てきた百花蜜、また、栗で有名な大阪府能勢町にも巣箱を置いて栗の蜂蜜を
採集しています。それぞれ独特の風味があり、お客様に大変喜ばれています。

また、製品に自信と責任をもって販売できるよう、完全自家採集にこだわってい
ます。自宅兼店舗での直売をはじめ、近隣の直売所に出荷したり、洋菓子店
や飲食店などでも使って頂いています。

巣箱に集まるミツバチ

う～～ん、おいしい！ハチミツ

※

がんは早期に見つけることが大切です。定期的にがん検診を受けることががんの早期発見・早期治療につながります。
健康な状態で農作業ができるよう積極的にがん検診を受けましょう。

○市区町村では、基本的に以下の５種類のがん検診が実施されています。
まずは、お住まいの市区町村にお問い合わせください。

農業者の皆様へ

種類 対象者 受診間隔

① 胃がん検診 ※ 50歳以上 ２年に１回

② 子宮頸がん検診 20歳以上 ２年に１回

③ 肺がん検診 40歳以上 １年に１回

④ 乳がん検診 40歳以上 ２年に１回

⑤ 大腸がん検診 40歳以上 １年に１回＜お問合せ先＞

農林水産省経営局就農・女性課（TEL 03-3501-1962）

がん検診を受けていますか？

※胃部エックス線検査による胃がん検診については、40歳以上を対象に、１年に１回実施
している市区町村もあります
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農業の環境負荷低減を目指す

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/index.html

農家や食品事業者、消費者らの理解・連携を基本理念に、化学肥料・農薬低減や有機農業などの実現に
取組む農家を融資や税制等を中心に支援してまいります。
詳細については、随時、農林水産省ホームページに掲載されますので、ご参照ください。

『みどりの食料システム戦略』を推進する新法が成立しました

全国の農地情報及び地図がインターネットで閲覧できます

eMAFF農地ナビは、市町村および農業委員会が整備している農地台帳および農地に関する地図に
ついて、農業委員会等が農地法に基づき農地情報をインターネット上で公表するサイトです。
インターネットを使用して、パソコン・スマートフォン・タブレット等の画面上で誰でも農地の情報を閲覧・確認
することができます。

農林水産省は、春の農作業安全確認運動の一環として、農作業安全に対する国民意識の醸成
及び効果的な推進を図るため、農作業安全を広く呼びかける 令和4年農作業安全ポスターデザ
インコンテスト を開催します。

「令和4年農作業安全ポスターデザインコンテスト」の開催

詳しくは https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/sizai/220427.html

☆ 募集対象:絵画・イラスト・CG・写真などの平面作品

☆ 作品サイズ:Ａ４又はＡ３サイズ・タテ（印刷はＡ２サイズになります）

☆ 応募締切:６月27日（月）※当日消印有効

今年のテーマは

しめよう！シートベルト

みどりの食料システム戦略トップページ

メニューエリア
・農地を地図から探すと条件から探すの2つの
方法で検索することができます。
・農地情報に関する、よくある質問を掲載して
います。お問合せ前にご確認ください。

地図から探すのページでは様々なコンテンツを掲載しています。

－令和4年4月1日より、これまでの全国農地ナビ(農地情報公開システム)に代わり、eMAFF農地ナビとして運用されています－

https://map.maff.go.jp/

eMAFF農地ナビ

農地を

買いたい(借りたい)とき

売りたい(貸したい)とき

等に是非ご活用ください



農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-51772022.5

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

編集後記

兵庫の の風景

兵庫県農業法人協会次世代会
が設立されました

新緑の風薫る

西神中央公園（神戸市）

生果実や野菜、お米、盆栽、切り花などの農産物を輸出
する際の、輸出先国の植物検疫条件や農薬残留基準
などについて、専門家を派遣し課題解決の支援をします。

一般社団法人 全国植物検疫協会
輸出先国の規制に係る課題解決支援事務局

070-1187-1520TEL

相談先

as

・所在地：神崎郡神河町越知242-1
・電話：0790-38-9891
・FAX：050-5846-5776
・メールアドレス：office@smartagri-lab.jp

- スマート農業で“儲かる農業”を追求します！-

2022年６月にスマート農業ラボが、神河町旧越知谷小学校に
オープンします。運営するのは、コメ卸売業の但馬米穀株式会社。
ソーラーハウス(がっちりハウス)での野菜栽培や、トラクターに取付
ける自動操舵システム等の展示・各種セミナーを実施します。

「スマート農機は価格が高い。」という問題にも果敢に挑戦。農業者の皆様が抱えている課題をお伺いし、作物や栽培
方法に応じた最適なスマート農業を提案します。農業者の高齢化が進む日本農業で、スマート農業を活用した省力
化・効率化を進め、農業者の皆様と共に“儲かる農業”を実現していくことが当ラボの目標です。

ソーラーハウス（がっちりハウス） ロボットトラクター

ドローン アクアポニックス ※

運動場では、「越知谷キャンプ アグリビレッジ」
が2022年４月にオープン。トラクターの試乗等
の農業体験ができます。農業を身近に感じてい
ただき、“農業ってかっこいい！”と感じていただ
けたら嬉しいです。
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ラボで取り扱っているスマート農機の一部

スマート農業ラボ in 神河みどりのパーク

責任者の成田さん スマート農業ラボ

6月19日（日）に「ひょうご就農希望者セミナー・相談会」が開催されます。（1面参照）
農業の現場では、担い手の不足・高齢化の課題を抱え、多くの地域で新たな担い手が求められて
います。

就農希望者や農業に関心がある方をご存じの方は、是非ご参加をお勧めください。（T・M）

Email:support@zensyoku-kyo.or.jp

詳しくは https://www.zenshokukyo.or.jp/consultation/

・各種セミナーの詳細については、こちら
https://www.smartagri-lab.jp※:魚と植物を別々の水槽で育てながら水を循環させることで、魚のふんを植物の

栄養として利用する栽培方法


